
最新値最新値最新値最新値 目標値目標値目標値目標値 達成度達成度達成度達成度 評価評価評価評価
指標指標指標指標のののの
ウエイトウエイトウエイトウエイト

1 b 177 178 99.4% b 1.00

2 a 57 53 107.5% a 1.00

3 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

4 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

5 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

6 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
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２２２２　　　　市民生活実感評価市民生活実感評価市民生活実感評価市民生活実感評価　　　　　　　　*この評価は，毎年５月頃に実施している京都市市民生活実感調査のアンケート結果を基にしています。
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有効回答有効回答有効回答有効回答
者数者数者数者数

評価評価評価評価

7 219 138 45

1.5% 45.6% 28.8% 9.4%
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5

共管局・部室

市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価

設問設問設問設問

青少年の成長を支援する社会環境と，青少年を受け入れ
る居場所がある。

‐

‐

‐

‐

26年度26年度26年度26年度

27年度評価27年度評価27年度評価27年度評価

前回値前回値前回値前回値
指標名指標名指標名指標名

‐

１１１１　　　　客観指標評価客観指標評価客観指標評価客観指標評価

概要

施策に関係する
主な分野別計画等

はばたけ未来へ！京都市ユースアクションプラン－第３次京都市青少年育成計画－

担当局・部室

上位政策 3　青少年の成長と参加

文化市民局・共同参画社会推進部

施策施策施策施策のののの評価評価評価評価

施策番号 0303030303030303

施策名 青少年青少年青少年青少年のののの成長成長成長成長をををを支援支援支援支援するするするする環境環境環境環境づくりづくりづくりづくり

　地域社会で青少年を見守り，育て，支援する環境づくりを推進する。また，青少
年活動センターを拠点とした情報集約のしくみを作り，青少年対象の事業の情報を
青少年に的確に伝える取組を進める。

‐

‐

c

‐

‐

‐

‐
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ユースアクションプラン認証事業数(件）

青少年活動センターにおける地域交流事業数
（件）

‐

‐

a

‐

‐

27年度回答27年度回答27年度回答27年度回答

客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価
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３３３３　　　　総合評価総合評価総合評価総合評価（（（（客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価＋＋＋＋市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価））））

ａ ｃ
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＜＜＜＜このこのこのこの施策施策施策施策をををを構成構成構成構成するするするする事務事業事務事業事務事業事務事業＞＞＞＞
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＊予算額には人件費及び施設管理に係る経費を含みます。

＜＜＜＜今後今後今後今後のののの方向性方向性方向性方向性＞＞＞＞

担当局
27年度事務事業評価結果
における目標達成度評価

文化市民局普通

●ユースアクションプラン認証事業数については，引き続き認証事業を公益財団法人京都市ユース
サービス協会に委託し，より多くの青少年へ情報提供を行うとともに，認証事業及び申請団体の増加
を図る。
●青少年活動センターにおいて，引き続き，センター近隣における活動の輪を広げられるよう，機会
づくりに取り組んでいく。

B

B

□　市民の実感☑　客観指標

事業費の状況（千円）

26年度
決算額

27年度
予算額

青少年団体助成

重み付け

事業名

BBBB

（重み付けの理由）
　青少年という対象者が限られた施策であり，市民の生活実態に施策の効果がすぐには反映され
にくい性質があるため，客観指標総合評価を重視する。

（原因分析）
【客観指標】●●●●ユースアクションプラン認証事業数については，従来の年４回のリーフレット発行から，イン
ターネットでの情報発信と年２回のリーフレット発行による周知が進んだことにより，b→b評価と安定してい
る。
●●●●青少年活動センターにおける地域交流事業数については，これまでから地域に開かれたセンターを印象
付ける取組を実施できており，3年連続a評価と高い評価で安定している。
【市民の実感】対象者が青少年に限られた施策について多くの市民に事業が知られていないこと，また，現
在の日本社会が置かれている厳しい経済状況を踏まえて，依然として青少年を支援しているという実感と結
びつき難い状況にあることから，評価が伸び悩んでいるものと考えられ，c→c評価となっている。

施策施策施策施策のののの目的目的目的目的がかなりがかなりがかなりがかなり達成達成達成達成されているされているされているされている

26
年
度

今後今後今後今後のののの方向性方向性方向性方向性のののの検討検討検討検討



１１１１　　　　指標指標指標指標のののの説明説明説明説明

２２２２　　　　指標指標指標指標のののの意味意味意味意味 ３３３３　　　　算出方法算出方法算出方法算出方法・・・・出典等出典等出典等出典等

４４４４　　　　数値数値数値数値

達成度

数値 99.4%

数値 目標年次 達成度

数値 180件 32年度 98.3%

５５５５　　　　評価基準評価基準評価基準評価基準 ６ ６ ６ ６ 基準説明基準説明基準説明基準説明 ７ ７ ７ ７ 評価結果評価結果評価結果評価結果

25 26 27272727

a b bbbb

１１１１　　　　指標指標指標指標のののの説明説明説明説明

２２２２　　　　指標指標指標指標のののの意味意味意味意味 ３３３３　　　　算出方法算出方法算出方法算出方法・・・・出典等出典等出典等出典等

４４４４　　　　数値数値数値数値

達成度

数値 107.5%

数値 目標年次 達成度

数値 57件 32年度 100.0%

５５５５　　　　評価基準評価基準評価基準評価基準 ６ ６ ６ ６ 基準説明基準説明基準説明基準説明 ７ ７ ７ ７ 評価結果評価結果評価結果評価結果

25 26 27272727

a a aaaa

担当課 勤労福祉青少年課 連絡先 ２２２２２２２２２２２２－－－－３０８９３０８９３０８９３０８９

施策名施策名施策名施策名 0303030303030303 青少年青少年青少年青少年のののの成長成長成長成長をををを支援支援支援支援するするするする環境環境環境環境づくりづくりづくりづくり

指標名指標名指標名指標名 ユースアクションプランユースアクションプランユースアクションプランユースアクションプラン認証事業数(件認証事業数(件認証事業数(件認証事業数(件））））

数値 根拠

平成21年度現況値(117件)から平成32年度の目標
値達成のために当年達成すべき数値(平成32年度
の目標値から各年度の目標値を等差的に算出）

備考

青少年育成団体等が実施する，青少年の自立，成長を支援する事業をユースアクションプランの趣旨に基づく事
業として認証した「ユースアクションプラン認証事業」数

青少年の成長支援に関する情報の伝達状況を示
す指標

出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値
推移

目標値

25年度 26年度

135 177 42件増 178

根拠

1箇月15件

単年度目標値に対する達成度が
a：100％以上
b：85％以上100%未満
c：70％以上85%未満
d：55％以上70%未満
e：55%未満

達成度100%以上をa，以下15％刻みで按
分した。

全国順位
中長期目標

指標名指標名指標名指標名 青少年活動青少年活動青少年活動青少年活動センターにおけるセンターにおけるセンターにおけるセンターにおける地域交流事業数地域交流事業数地域交流事業数地域交流事業数（（（（件件件件））））

担当課 勤労福祉青少年課 連絡先 ２２２２２２２２２２２２－－－－３０８９３０８９３０８９３０８９

数値 根拠

平成21年度現況値(48件)から平成32年度の目標
値達成のために当年達成すべき数値（平成32年
度の目標値から各年度の目標値を等差的に算
出）

備考

青少年活動センターで実施されている青少年と地域との交流事業の件数

青少年の地域社会への参加状況を示す指標 出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値
推移

目標値

25年度 26年度

60 57 3件減 53

根拠

平成21年度現況値（48件）から2割増し

単年度目標値に対する達成度が
a：100％以上
b：95％以上100%未満
c：90％以上95%未満
d：85％以上90%未満
e：85%未満

平成32年度の目標値の達成には相当の
努力を要するものの，年次ごとの目標
値を上回ることは不可能でないため，
達成度100%以上をa，以下5％刻みで按
分した。

全国順位
中長期目標


